第２学年　　道徳科学習指導案

１　主題名　　してよいこと、いけないこと　　A（１）［善悪の判断、自律、自由と責任］
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２　主題について
（１）ねらい
　価値観の多様な社会に生き抜く上で、物事の善悪を判断する力を育むことが大切である。このため、幼い時期から善悪を的確に判断できる力を養うことが必要になる。的確な判断は、過信や自分勝手なものではならない。自分がよいと思ったことであっても、相手にとってはそうではない場合もある。自分の都合だけではなく、それが相手にとって、どうとらえてあるかまで考えられるような、適切な判断力を育てていきたい。

（２）児童の実態
　学校生活にも慣れ、自分がよいと思ったことを積極的に行えるようになっている。しかし、周囲の大人や先生に叱られるかどうかで善悪の判断をしてしまうことがよくある。また、自分がよいと思った言動が周りを混乱させ、友達やクラスに対して迷惑をかけていることも少なくない。全体的に落ち着きがなく、授業中の私語や離席といった行動が目立つ児童もいる中で、自分の勝手な思い込みによる行動を慎み、「してよいこと」「してはいけないこと」をよく考えて行動することが大切であることに気づかせたい。

（３）指導について
　本教材には、よかれと思って、のりおくんの作品を勝手に手を加えたたくみくんの姿と、たくみくんに自分の作品を変えられてしまったのりおくんの姿が描かれている。他人の作品を勝手に変えたたくみくんと、自分自身の気持ちを重ね合わせながら考えさせたい。落ち込むのりおくんの姿を見た、たくみくんの心情を考えることで、たとえ親切心であっても、自分の勝手な思い込みで行動することは、周りの人を困らせることにつながることを理解させる。そして、してよいことといけないことを区別することの大切さについて、児童に考えさせたい。

３　本時の指導
（１）ねらい　
友達が作った作品に、勝手に手を加えたたくみくんの姿を通して、してよいこと、してはいけないことを判断するのはどうして大切なのかについて考えさせ、してよいことと悪いことをしっかりと区別できる判断力を育てる。

（２）準　備　
【教師】拡大した資料、挿絵、吹き出し、心情バロメーター
【児童】探検バッグ

（３）学習過程
	学　　習　　活　　動
	◆支援　◎評価

	１　「してよいこと、いけないこと」をどう分けているのかを発表し合う。【全】
・みんなが喜ぶことは「してよいこと」。
 (
してよいことと、してはいけないことを考えるのは、どうして大切なのでしょう。
)・嫌がることは「いけないこと」。


２　資料を読んで、最初の場面と最後の場面のたくみくんの気持ちをバロメーターで表す。【全】
 (
よろこぶ
うれしい
いやがる
きず
つく
)
 (
のりお
くん
は
きっと○○だろう
バロメーター
)




 (
のりおくんのすがたを見て、たくみくんは、どんなことに気がついたでしょう
。
)



３　たくみくんが気づいたことをワークシートに書き、意見交流をする。【個→ペアorウロウロトーク→全】
・勝手に人の作品をいじってはいけなかった。
・のりおくんに自分の考えを伝えるだけでよかったな。
・自分がいいと思っていても、のりおくんは嫌なことだったかもしれない。
・のりおくんに聞いてからやればよかったな。



４　「してよい」か「してはいけない」かで迷ったことはないかを投げかけ、いっしょに考える。【個→全】
・友達の筆箱を勝手に開けた。
・友達の絵をまねした。
・これからは、してよいことか、してはいけないことかを、相手に聞いてから行動したい。

５　今日の学習の振り返りをする。【個→全】
・自分がよいと思っていても、相手のことを考えて行動することが大切だな。
	◆意見を出しやすくするために、具体例を出し、その区別の基準は何かを考えさせる。



◆たくみくんの気持ちを捉えやすくするために、大きなバロメーターで可視化する。









◆登場人物の心情や行動、関係性が視覚的にわかりやすくするために、挿絵やセリフを掲示する。
◆児童どうしの発言を関連付けて発表できるように、ネームプレートを用いて発言内容を板書する。
◎自分のことだけではなく、相手の気持ちを考えて行動することに気付くことができたか。（ワークシート・発表）



◆本音が言いやすい雰囲気をつくるために、わかっていてもしてしまうことは誰にでもあるということを、教師の体験を例に出して共感させる。



◎してよいこと、してはいけないことについて、考えることの大切さに気付くことができたか。（ワークシート・発表）



